
◆開催日時：下表の通り

◇開催場所：放送大学山口学習センター（山口市吉田１６７７－１（山口大学大学会館内））

◆受 講 料：無料

◇お申込・問合せ先：放送大学山口学習センター

                    TEL 083-928-2501   FAX 083-928-2503   E-メール yamasc35@ouj.ac.jp

講師 講座タイトル 対象 概要

１０／１０ （土）

１１／１４ （土）

２／１３ （土）

（定員25名） ３／１９ （土）

１０／１０ （土）

１１／２１ （土）

１２／１９ （土）

１／　９ （土）

２／１３ （土）

（定員25名） ３／１９ （土）

１０／　４ （日）

１１／　８ （日）

１２／　６ （日）

１／１０ （日）

２／　７ （日）

（定員25名） ３／　６ （日）

１０／１１ （日）

１１／１５ （日）

１２／２０ （日）

２／１４ （日）

（定員25名）

１０／　３ （土）

１１／　７ （土）

１２／　５ （土）

１／　９ （土）

２／　６ （土）

（定員25名） ３／　５ （土）

１０／１０ （土）

１１／１４ （土）

１２／１９ （土）

２／　６ （土）

３／１９ （土）

（定員25名）

１０／１１ （日）

１１／　８ （日）

１２／　６ （日）

１／１０ （日）

２／　７ （日）

（定員25名） ３／　６ （日）

１１／　８ （日）

１２／　６ （日）

１／１０ （日）

２／　７ （日）

（定員25名） ３／　６ （日）

（2015.9.10）

★ このほか、山陽小野田市立中央図書館でも公開講座を開催します。こちらについては、別紙をご覧ください。

★ 

阿部　憲孝
山口学習センター所長
元山口大学教授

学生
・
一般

１０：３０～１２：００

身の回りには多くの有機化合物があります。人と身近に触れ
る薬や有用な機能を持つ物質がどのような有機化合物から
なっているか、その働きなどについて学んでみましょう。

平成２７年度第２学期

放送大学山口学習センター
ゼミ・公開講座

放送大学山口学習センターでは、客員教員らによるゼミ・公開講座を開催いたします。各講座は毎月１回のペースです。
お気軽にご参加ください。なお、いずれも事前の申し込みが必要です（先着順）。

開催日時

化学の面白さ

渡邉　正
放送大学客員教員
元山口大学教授

統計学の話 学生
・
一般

１５：１５～１６：４５

放送大学の授業「身近な統計」を受講している人、または受
講したが十分に理解できなかったという人を対象にして、のん
びりと復習することを念頭において、再度、教科書を一緒に読
んでいくことで理解を深める。

小谷　典子
放送大学客員教員
元山口大学教授

人と社会を解読する 学生
・
一般

１３：１５～１４：４５

社会は人びとが他者と織りなす日々の生活の営みによって維
持され、発展していくものである。ゼミでは、身近な生活場面
を具体的に取り上げて、意見交換しながら解明し、社会の現
状や課題を読み解いていきたい。これまで取り上げたテーマ
は「踊り･ダンス」「ごちそう」である。

藤井　大司郎
放送大学客員教員
元山口大学教授

経済学の面白さ 学生
・
一般

１５：１５～１６：４５

経済学は理解するもの、覚えるもの、と思ってませんか？　身
につくもの、使えるもの、として経済学を「実習」します。

渡邉　正
放送大学客員教員
元山口大学教授

数学の面白さ 学生
・
一般

１５：１５～１６：４５

数独というパズルがありますが、これを楽しみながら、できれ
ば自分で解決方法を編み出し、計算機プログラムのアルゴリ
ズムまで考えることにします。ただし、計算機プログラムの実
装化まではいたしません。また、時間があれば、他のパズル
も考えることにします。

清　俊夫
放送大学客員教員
元山口大学教授

１０：３０～１２：００

元日本犯罪心理学会会長を長く勤められた安倍淳吉博士の
理論に基づきながら、犯罪や非行をどう理解するべきかを講
義する。さらに、反社会的行動のみならず、向社会的行動に
も、その理論が適用できること、また、不登校のような非社会
的と考えられる行動の理解にも有効であることを示したい。質
問、疑問を歓迎する。

学生
・
一般


犯（非）行の社会心理学

加納　隆
放送大学客員教員
元山口大学教授

地球と自然の探訪 学生
・
一般

１５：１５～１６：４５
※２/６（土）

１３：１５～１４：４５
で実施します。

我々の住む大地はどのようなものでできているのだろうか、そ
れはどのようにして現在あるのだろう？身近な題材をもとに、
できるだけ実物に触れながら、自然災害・資源・環境など、人
と地面（地球）との関わりについて考えます。

田中　正吾
放送大学客員教員
元山口大学教授

センサの仕組みと
センシングについて

学生
・
一般

１３：１５～１４：４５

身の周りには種々のセンサがあります。工業的なものも含め
れば、
１０ｃｍ相当の分厚い1冊の本になるくらい実に様々なセンサ
があり、用途に応じて使い分けられています。本ゼミでは、重
量、速度、加速度、傾斜、温度から音波、超音波、レーダな
ど、主に身の周りの代表的なセンサについて考え、センサの
仕組み、働き、用途などに理解を深めていただきます。


